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研究成果の概要（和文）：日本原産海外侵入捕食性昆虫であるナミテントウを用いて、捕食性侵入種による在来種の競
争排除に関する群集生態学的な野外調査及び室内実験を実施した。侵入国での野外調査から、ナミテントウは攪乱地の
外来アブラムシを餌とする普通に見られるテントウムシで、短期間で定着が急速に進んでいた。侵入国の捕食者群集の
多様性は低く、ニッチの未利用空間が多いことが、侵入要因であるものと推測された。共存種クリサキテントウを用い
た排除実験から、ナミテントウはクリサキテントウのみを攻撃するのに対し、クリサキテントウは両種とも攻撃し、ナ
ミテントウとの共存条件として、生息場所や餌への特殊化が必要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The field and laboratory experiments were performed to clarify the community 
study on aphidophagous invasive ladybird beetle Harmonia axyridis. From the field studies, H. axyridis at 
invasive area utilized invasive aphids and H. axyridis was one of common aphidophagous species at rather 
short period. This may be caused by many vacant niches at aphidophagous predators at the invaded area, 
with a low biodiversity of aphidophagous communities. From the laboratory experiments on exclusive 
competition between H. axyridis and sibling H. yedoensis with a surplus food condition, H. axyridis 
mainly excluded only H. yedoensis whereas H. yedonsis excluded both of H. axyridis and H. yedoensis, 
suggesting that specialization at H. yedoensis for certain habitats and preys may play one of important 
role on the coexistence between H. axyridis and H. yedoensis.

研究分野：昆虫生態学
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１．研究開始当初の背景 
 
海外から我が国に侵入する動植物を管理す
ることは、我が国の自然・農生態系を維持•
管理する上で極めて重要な課題である。海外
から侵入した昆虫類が害虫化し、農林業に甚
大な影響を与えることは、多くの分類群の昆
虫において世界中広く見られる現象である
と同時に、世界中がネットワークでつながっ
ている現在社会においては、不可避な現象で
あるとも考えられる。温帯域で見られる侵入
害虫の多くが、アブラムシ類等初期の増殖率
が高い植食性昆虫類が大多数を占めており、
寄生蜂等寄主特性の高い天敵類を除くと、広
食性捕食者が短期間に定着・分布拡大した例
は、これまで全く知られていない。本研究対
象であるナミテントウは、アジア東北部に広
く分布し、木本・草本に発生するアブラムシ
類を餌とする捕食性テントウムシである。ナ
ミテントウは、生物的防除の観点からこの 30
年間、盛んに北アメリカに日本や中国から個
体群が導入されてきた。しかし 1990 年頃ま
では、北米には定着していないと考えられて
いた。これら未定着であるという報告は、当
時導入した北アメリカの関連機関・研究者の
調査不足であったと推測され、北米大陸で
1990 年後半から、ナミテントウ個体数が定
着・増加し、分布を拡大している実態が数多
く報告されている(e.g., Colunga-Garcia & 
Gage 1998; Brown et al. 2011)。他方、ナ
ミテントウは、一般企業や各国の農業試験所
主導で、主にハウス内での生物的防除の目的
でヨーロッパにも導入され、現在ではヨーロ
ッパ全域・北アフリカ・南アフリカ・北米・
南米（除くオセアニア地区）等世界中に定着
していることが報告されている (e.g. Roy & 
Wajnberg 2008)。ナミテントウは、収穫され
たぶどうに混入しワインの品質を低下させ
る点が指摘されているが、侵入地域の在来ア
ブラムシ捕食者を駆逐することがナミテン
トウ侵入において最も憂慮する点として考
えられている。ナミテントウによる在来天敵
の駆逐は、世界的に有機農業が消費者に広く
受け入れられている現状を考えると、在来天
敵の農業における有効活用の点から、経済的
にも極めて憂慮される状況にある。しかし、
これまで研究は、ナミテントウ侵入が在来の
天敵群集の多様性を減少させていることを
指摘しているのみで、そのメカニズムは明ら
かにされていない (e.g. Roy & Wajnberg 
2008)。侵入地域における在来天敵減少によ
る経済的な損失を軽減し、定着可能なオセア
ニア地区への定着を未然に防止する観点か
らも、ナミテントウが定着・分布拡大してい
る実態の詳細な把握とそのメカニズムの解
明は急務である。日本はナミテントウの原産
国であり、餌アブラムシと関連した個体群動
態、移動分散、生活史特性、成虫や幼虫によ
る行動特性等の詳細な野外研究及び室内実
験が行われており、捕食者としての高い移動

分散能力(e.g. Osawa 2000)や種内種間の捕
食など（Yasuda et al. 2004）の本種の特徴
が明らかにされている。加えて、移入個体群
と原産地個体群の比較から、移入個体群は原
産地個体群と遺伝的に異なることが示唆さ
れている(e.g. Facon et al. 2011)。理論的
な解析では、急速な競争排除には、資源競争
ではなく種間交尾干渉が関与する可能性も
示唆されているが(e.g.Kuno 1992)、同種の
急速な定着・分布拡大に関与する具体的な生
態的メカニズムは不明である。 
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２．研究の目的 
 
本研究は、海外で侵入種となったナミテント
ウを材料として、侵入実態の異なり、ギルド
構成種の全く異なる複数の大陸間で、アブラ
ムシ捕食者ギルドの構造やナミテントウの
役割を定量的に調査し、ナミテントウが短期
間に原産地以外で定着・分布拡大した要因を
包括的に明らかにすると同時に、原産地であ
る日本の個体群との比較を通じ、ギルド内捕
食や交尾干渉に着目して、移入種が侵入地域
で急速に定着・分布拡大した生態的メカニズ
ムを定量的に明らかにすることを目的とす
る応用昆虫学の実証研究である。 
 
３．研究の方法 
 
（１）海外野外調査目的：ナミテントウの侵
入・定着実態ことなる地域におけるアブラム
シ捕食者ギルド構成種の特定とギルド内捕
食の定量化 
 
①侵入履歴が異なり、ギルド構成種が全く異
なる南アメリカ・アフリカの野外実態調査 
②原産国（日本）での野外実態調査 
 
（２）野外・室内実験目的：生態学手法によ
るギルド内における他種排除のメカニズム
の解明ナミテントウと共存種を用いた室内
実験（ギルド内捕食） 
 
（３）遺伝的マーカを用いた国内外の個体群
間の比較 
 
４．研究成果 
 
日本原産海外侵入捕食性昆虫であるナミテ
ントウ対象として、ナミテントウ原産国日本
及び、侵入国南アフリカ・ブラジル、競合種
分布国台湾・タイにおいて、捕食性侵入種に
よる在来種の競争排除に関する群集生態学
的な野外調査を実施し、野外調査の結果に基
づき、競争排除に関する室内実験を実施した。 
 
（１）南アフリカ及びブラジルでの侵入国で
の野外調査から、ナミテントウは、農地・公
園・街路樹・攪乱地の外来植物に発生する移
入アブラムシを餌としており、攪乱地におけ
る普通に見られる代表的な捕食性テントウ
ムシであった。南アフリカ・ブラジルは、ナ
ミテントウ侵入後 20〜30 年しか経過してい
ないと考えられており、短期間で侵入・定着
が確実・急速に進んでいるものと考えられた。
侵入国の攪乱地におけるアブラムシ食の捕
食者群集は外来種が多く、かつ種多様性はき
わめて低い特徴を有していた。侵入アブラム
シの捕食者群集では、競争種は少なく捕食者
ニッチの未利用空間が多いことが、外来種ナ
ミテントウが容易に海外に定着できた要因
であると推測された。 

 
（２）ナミテントウと共存する条件を明らか
にするため、マツ上でのみ共存している同胞
種クリサキテントウを用い好適な餌条件下
で、幼虫による共食いによる排除実験を行っ
た。その結果、ナミテントウ 4令幼虫はクリ
サキテントウ 1令幼虫のみを攻撃捕食するの
に対し、クリサキテントウ 4令幼虫はナミテ
ントウとクリサキテントウを区別すること
なく、両種とも攻撃捕食することが示された。
これらの結果から、ナミテントウとの共存条
件として、特定の生息場所や餌への行動学生
態学的特殊化が必要であると考えられた。自
種及び共存他種いずれに対しても、攻撃捕食
行動を示すクリサキテントウの行動は、クリ
サキテントウがマツ上で低密度個体群を維
持している主要因である可能性が示唆され
た。 
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